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1．研究目的 

地盤調査では、安価で試験方法および装置が簡便である原位置試験のスウェーデン式サウンディング試験

(以下、SWS 試験という)、ポータブルコーン貫入試験(以下、CPT 試験という)が実施されている。しかし、

SWS 試験や CPT 試験は、堆積環境、盛土材などに含まれる礫の混入により、貫入不能となり、その地点の

地盤評価ができないケースも少なくない。そこで近年、地盤への打撃加速度(Ia 値)から地盤の支持力等を簡

単に調査できる簡易支持力測定装置が開発され、使用されつつある。簡易支持力測定装置はランマーを一定

の高さから地盤に自由落下させたときに生じる衝撃加速度の最大値と CBR 値、K30 値、qc 値などと相関させ

る衝撃加速度法を基本原理としている。しかしながら、SWS 試験より求められる荷重+半回転数:(Wsw+Nsw)

との関係については未解明である。そこで本研究では、SWS 試験から求められる荷重+半回転数:(Wsw+Nsw)

と簡易支持力測定装置で求められる衝撃加速度(Ia 値)にどのような関係があるかを検討し、地盤特性を推定

することを目的とした。あわせて CPT 試験の比較実験を実施したので、その結果を報告する。 

2．室内試験 

2.1 使用材料 

 使用材料には大学構内から採取した 2種類の

試料を用いた。使用材料の物理的性質を調べる

ために「土粒子の密度試験」、「土の粒度試験」

を実施した。試験結果を表-1、図-1 に示す。こ

の結果より、試料-1 は砂質土であり、試料-2 は

砂であることがわかる。 

2.2 試験方法 

 直径φ=600mm、高さ h=400mm の型枠に試料を投入し、締固めを行う。

締固め度は 5 種類に変化させ、密度を測定した。試料の含水比は、突固め

による土の締固め試験を実施し、最適含水比とした。この供試体に対して

簡易支持力測定装置による試験と SWS 試験、CPT 試験を実施した。なお、

簡易支持力測定装置による試験は、ランマー(重錘:直径φ=50mm、質量

4.5kg)を一定の高さ(45cm)から地盤に自由落下させ、ランマー内臓の加速度

計で衝撃加速度を測定した。本試験では、1 測点に対し３回測定を行い、平

均値を求め、これを衝撃加速度(Ia 値)とした。簡易支持力測定装置による試

験から得られる衝撃加速度(Ia 値)、SWS 試験から得られる荷重+半回転

数:(Wsw+Nsw)、CPT 試験から得られるコーン指数(qc)を求めた。 

3. 室内試験結果 

3.1 SWS 試験と簡易支持力測定装置による試験結果 

SWS 試験から得られた荷重+半回転数:(Wsw+Nsw)と簡易支持力測

定装置による試験から得られた衝撃加速度(Ia 値)の関係を図-2 に示す。

この図より、砂質土、砂ともに衝撃加速度(Ia 値)が増加に伴い、荷重

+半回転数:(Wsw+Nsw)も増加するが、砂質土と砂では分布が異なるこ

とがわかる。したがって、荷重+半回転数:(Wsw+Nsw)と衝撃加速度(Ia

値)には材料ごとに相関性が見られ、回帰式は、砂質土が Wsw+Nsw = 

4.72Ia + 60.69、砂が Wsw+Nsw = 12.54Ia + 4.15 で表される。 
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試料-1 試料-2

土粒子の密度 : ρ s 2.657 2.611

粗　礫　分      % 8.8

中　礫　分      % 6.9

細　礫　分      % 10.3

粗　砂　分      % 15.2 8.7

中　砂　分      % 20.5 63.9

細　砂　分      % 13.5 11.2

シ ル ト 分     % 21.4 4.9

粘　土　分      % 0.8 0.4

分　類　名 砂質土 砂

図-1 材料物性 

写真-1 室内試験状況 
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図-2 (Wsw+Nsw) – (Ia 値) 関係 

Wsw+Nsw = 4.72Ia + 60.69

Wsw+Nsw = 12.54Ia + 4.15

0

50

100

150

200

0 5 10 15 20

荷
重

+
半

回
転

数
:W

sw
+
N

sw
 (
N

+回
)

衝撃加速度(Ia値)

砂質土

砂

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-325-

 

Ⅲ-163

 



3.2 CPT 試験と簡易支持力測定装置による試験結果 

 CPT 試験から得られえたコーン指数(qc)と簡易支持力測定装置

による試験から得られた衝撃加速度(Ia 値)の関係を図-3 に示す。

この図より、砂質土、砂ともに衝撃加速度(Ia 値)の増加に伴い、コ

ーン指数(qc)も増加するが、(Wsw+Nsw) – (Ia 値)関係同様に砂質土

と砂では分布が異なることがわかる。したがって、コーン指数(qc)

と衝撃加速度(Ia 値)には材料ごとに高い相関性が見られ、回帰式は、

砂質土がqc= 76.87Ia + 85.00、砂がqc = 62.40Ia – 95.71で表される。 

3.3 乾燥密度と簡易支持力測定装置による試験結果 

 供試体の乾燥密度(ρd)と簡易支持力測定装置による試験から得

られた衝撃加速度(Ia 値)の関係を図-4 に示す。この図より、砂質

土、砂ともにインパクト値の増加に伴い、乾燥密度も増加し、

(Wsw+Nsw) – (Ia 値)関係同様に砂質土と砂では分布が異なること

がわかる。したがって、乾燥密度(ρd)と衝撃加速度(Ia 値)には材料

ごとに相関性が見られ、回帰式は、砂質土がρd = 0.01Ia + 1.02、砂

がρd = 0.03Ia + 1.37 で表される。 

4. 現場試験結果 

 試験場所は大学構内の 5 ヶ所を選定し、簡易支持力測定装置に

よる試験と SWS 試験、CPT 試験を実施した。測定地点の 5 ヶ所は

すべて砂質土であったため、室内試験で行った砂質土の試験結果

と比較したものを図-5、図-6、図-7 に示す。図-5、図-6、図-7 とも

に衝撃加速度(Ia 値)の増加に伴い、荷重+半回転数:(Wsw+Nsw)、コ

ーン指数(qc)、乾燥密度(ρd)がそれぞれ増加していることがわかる。

したがって、それぞれの測定値間には相関性があることがわかる。

また、室内試験と現場試験において差異は見られず、同じ傾向が

見られる。そこで、室内試験と現場試験の結果を合わせたそれぞ

れの回帰式は、(Wsw+Nsw) – (Ia 値)関係が Wsw+Nsw= 4.17Ia+63.97、

(qc) – (Ia 値)関係が qc=67.40Ia+25.14、(ρd) – (Ia 値)関係が ρ

d=0.01Ia+1.02 で表される。また、図-6 中の破線は、簡易支持力測

定装置(キャスポル)の利用手引きに表記されている回帰線を示し

たものである 1)。この回帰線は、高規格盛土材料について実施さ

れた試験結果より得られた回帰線であるため、今回実施した砂質

土の回帰線とは異なった。これは材料物性が異なるためと考えら

れる。 

5. まとめ 

 今回の実験において、簡易支持力測定装置による試験と SWS 試

験において相関性があることから、地盤特性の検討に簡易支持力

測定装置を使用することが可能であることがわかった。また、簡

易支持力測定装置による試験と CPT 試験においても相関性がある

ことが確認できた。しかしながら、インパクト値と地盤定数との

相関関係は、ひとつの相関式で表すためには無理があるため、材

料の物理特性を十分把握したうえで使用しなくてはならないと考

えられる。 

参考文献 

1) 近畿地方整備局 近畿技術事務所：簡易支持力測定器(キャスポル)利用手引き,  H17.6  

ρ d = 0.01Ia + 1.02

ρ d = 0.03Ia + 1.37

1.0 

1.3 

1.6 

1.9 

0 5 10 15 20

乾
燥

密
度

:ρ
d 
(k

N
/m

3 )

衝撃加速度(Ia値)

砂質土

砂

図-4 (ρd) – (Ia 値) 関係 
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